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笫

十

セ

怨

(

六
七
3)

雄

錄

消

毁

組

合

の

限

界

，
 

る
资
本
家
企
業
家
を
駆
逐
し
て
し
ま
つ
た
で
ば
な
い 

か
。
ま
だ
己
ん
な
例
は
澤
山
.あ
る
。
產
業
經
營
の
强
制 

化

を

耍

す

る

も

の

は

、

殆

ん

ど

今
！！：

既

に

都

市

の

手

に
 

置
か
れ
て
ゐ
る
。
最
早
や
，、
：
任
意
的
性
質
を
以W

其
特 

色
ビ
す
る
消
费
者
祖
合
を
も
服
制
的
化
す
る
必
要
は
な 

I
V
T
は
な
-> 

力
私
は
箱
合
か
任
意
的
蚀
質
を
其
特
色 

ビ
ム
な
が
ら
も
、
充
分
今
日
の
資
本
家
齑
業
制
度
に
取 

つ
て
代
る
こv

j

が
出
來
る
ど
恩
ふ
。し
か
し
、
繰
返
し
て 

云
ふ
が
、
之
れ
は
今
日
の
大
規
模
生
產
の
改
造
で
あ
る 

乙
？
を
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
組
合
は
規
模
が
大
き 

い
の
气
；範
圍
が
廣
い
の
：？
で
、
個
人
的
企
業
を
全
部 

排
斥
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
比
交
的 

古
い
*

業

、

又

比

較

的

大

：
き

な

事

業

に

於

て

の

み

、

;:
'
'
:
組
 

合

事

業

は.適

當

で

あ

る

。

：

新

し

；い

事

業

や

、
！
小
規
模
の 

嬸
_

に

於

て

は

、
市
場
に
：限

あ

る

か

ら

、
：其
製
品 

，は

何

處

へ

持

つ

て

行

つ

て

も

寶

れ

る

ビ

云

ふ

も

の

で

は 

な
-> 

之
れ
は
今
後
も
私
營
連
業
に
爲
す
ベ
き
で
あ
る
。

、
解

四

號

一

七

呀
 

是
れ
、
此
論
文
の(

乙)

の
第
ニ
0(

三)

に
於
て
、
手
工 

業
農
業
等
を
龃
合
經
營
に
不
適
當
な
も
の
^
し
て
擧
げ 

た
所
以
で
あ
る
。
家
具
や
花
瓶
に
、
旭
ひ
付
な
意
眩
を 

_|

施
1
人
が
あ
る
ど
せ
ょ
。
そ
し
て
、
彼
は
向
分
で
小
さ 

'
I

い
店
を
出
す
能
力
も
あ
り
、
又
獅
創
的
な
作
品
を
箱
.へ 

|

て
、
龃
合
店
俯
に
出
し
て
あ
る
平
凡
な
作
品
に
刺
戟
を
，

\

氣
へ
る
.こ
^

が
出
來
る
ど
せ
ょo

 

®

人
は
斯
か
る
人
を 

j 

.

.
も

讣

げ

る

必

要

は

な

い

そ

し

て

、

若

し

、

此

新

意

E
 

|

ガ

必

要

な

ら

は

組

合

の

.方

で

買

収

つ

て

も

好

い

。

i
 

\

業
に
つ
い
て
云
ふ
な
ら
ば
、
良
い
難
の
種
を
こ

し

ら

へ
 

j
や
，5
ど
す
る
養
難
家
や
、
林
檎
や
#

に
特
種
な
風
味
を 

.

. 

.添
へ
る
圚
_

家
等
は
、
假
令
>
組
合
が
全
國
民
に
普
及 

I

す
る
場
合
で
も
、
依
然
ど
し
て
存
在
し
、
組
合
企
業
に 

)

ょ
づ
て
胃
さ
れ
る
こ
ミ
は
な
い
。
是
は
、
今
日
資
本
家 

制
度
の
下
に
も
、
顧
客
の
特
種
.注
文
を
受
け
て
、
其
嗜 

好
に
應
じ
て
仕
事
を
す
.る
レ
^

^
ス
の
編
物
職
人
、
卯
1} 

職
人
、
京
染
-«

人
、
龙
袋
1
-
<
、
刀
鍛
冶
が
存
在
す
る
？

同
樣
で
あ
る
。
し
か
レ
、
農
'業
の
方
面
で
も
、
勞
カ
節 

約
機
が
大
規
模
の
農
業
に
«

^]

ぜ
：ら
れ
#

る
範
圍
に
推 

:じ
て
"(

例
へ
ば
穀
類
、
;
馬
鈴
薯
"
：：綿

花

等

の

場

合>

消
; ' 

费
漭
の
組
合
式
農
業
は
發
達
し
て
行
け
る
も
の
€
期
待
一 

し
て
好
い
。
別
禾
機
\

收
禾
機
、
及
牽
引
卑
な
ざ
は
、

常
然
組
合
の
用
具
ど
な
‘る
。へ
き
も
の
で
あ
る
。

又
、
吾

. 

人
は
澤
山
な
羊
や
、
牛
馬
や
、
豚
等
を
飼
養
す
る
消
®
 

組
合
所
®

の
牧
畜
業
も
起
る
ミ
期
待
し
て
ょ
い
：。
又
、

. 

木
林
生
產
の
如
き
歲
月
を
要
す
る
も
の
も
、
.t

度
自
然
：
 

.林
を
f t

り
盡
し
^

あ
：̂
で
、
自
._ら
公
的
企
業
に
«

す
る
：
 

も
の
ど
見
て
好
か
ら
ぅ
。
地
方
的
消
«

組
合
は
、
又
、 

寶
野
菜
の
培
養
を
跗
近
の
土
地
で
手
廣
く
行
ふ
こ
皮
^
 

「

な
る
^
:
あ
ら
ぅ
。
今
日
_

に
英
蘭
蘇
格
蘭
兩
卸
賣
組
合 

が
、
加
奈
陀
に
小
麥
栽
培
地
を
有
し
、
印
度
に
茶
の
栽 

培

地

を

有

す

る

が

如

き

，此

一

例

で

あ

る

o 

(

完)
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■
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ア
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厶

•

ス
，
ミ

ス

の

經

濟

思

想

一
 

_ 

四

六

版

ニ

八
㈧

莨 
:
j
H

 

定
似
金
一
圆
八
十
錢 

|;:
:

束

京

同

文

館

琰

兌

-

本
一
千
九
百
一1

+

三
年
六
月
五
日
は
經
濟
m

祖
ァ
ダ 

\

ム

•
ス
ミ
ス
が
蘇
格
蘭
の
小
邑
ヵ
ー
コ
ゥ
デ
ィ
に
生
れ 

|

て
か
ら
恰
度
一
音
年
に
相
當
す
る
。
今
を
去
る
約
五
十 

|
,
:年
以
前
、
即
ち
一
千
八
西
七
十
六
年
は
ス
ミ
ス
の
大
著 

|
「

國
富
論」

が
上
梓
せ
ら
れ
て
か
ら
恰
も 

一
W

年
を
經
過 

せ
る
年
で
あ
つ
た
。
此
の
年
に
は
^o

r
t
n
?
g
h
t
I
y

 

R
e
v
i
e
w

 

誌
上
に
於
け
る
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
>

a

a

m Sm
i
t
h

 

a
s

 

a

 

p
e
r
s
o
n

 

や
、P

r
e
u
s
s
.

 

J
a
h
r
b

CJc
h
e
r

 

誌
上
に
載
せ
た
る 

|

 

ナ
ツ
セ 

Q

 

D
a
s

 

l
o
o

 

j
i
h
r
i

orq
e

 

J
u
b
s
u

 

日 

d
e
r

 

S
c
h
r
i
f
t

 

v
o
n

 

A
d

a
m

c/m
i
t
h

 

l
i
b
e
r

 

d
e
n

 

R
e
i
c
h
t
u
m

 

d
e
r

 

N
a
t
i
o
n
s
'

や
、

ィ
ナ
マ
•

ス
ー
ブ
ル
ネ
ッ
グ
の
>

cu
i

 

S
m
i
t
h

 

u
n
d

 

d
i
e

 

B
e
d
e
u
t
u
n

crQ

g
n»
B*
g
g W

e
a
l
t
h

 

o
f

 

N
a
t
i
o
n
s

 

f
d
r

 

d
i
e

 

m
o
d
e
s
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N
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a
i
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o
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第

十

七

怨

(

-七
こy

新
刊
紹
介

が

#
表
せ
ら
れ
、
其
の
梨
七
十
七
年
に
は
ォ
ン
ヶ
ン
の 

A
d
a
m

 

Smith 
und 

I
m
m
a
n
u
e
l

 

K
a
n
t
.

が
出
肢
せ
ら

^

て
ゐ
る
。
彼
れ
の
生
誕
一
ー
西
苹
に
相
常
す
る
本
牟
は

® 

ら
に
是
れ
等
の
も
の
よ
り
も
一
屙
貴
重
な
る
ス
ミ
ス
硏 

究
の
大
論
篇
を
得
て
之
れ
を
紀
念
し
た

1/
>
ど
见
ふ
。
爱 

R
紹
介
す
る
谷
ロ
氏
の
著
は
實
に
斯
く
の
如
き
企
圖
の 

陳
奥
ぞ
し
て
見
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
曾
つ
て 

慶
應
義

1
1!
財

科

に

姬
^]
生

た

り

し

厚

學

の

士

で

め

つ 

て
、
本
書
は
實
に
其
の
處
女
作
で
あ
る
。
本
書
の
出
版 

に
就
い
て
は
上
田
貞
次
郞

rl
±
及
び
小
泉
信
三
敎
按
の 

多
大
な
る
拨
助
が
窺
は
れ
る
。

著
者
は
先
づ
經
濟
學
史
上
に
於
げ
る
國
富
論
の
地
位 

に
謂
を

;^
し
、
ス
ミ
ス
の
生
泡
を
傅
へ
、
國
富
論
の
出 

現
ど
其
の
影
響
ど
を
稍
や
詳
細
に
叙
し
、
彼
れ
の
人
性 

觀

e
科
學
體
系
及
び
其
の
硏
究
方
法
等
よ
り
始
め
て
國 

富
論
全
卷
に
瓦
る
思
想
を
摘
約
！
、
現
代
的
見
地
よ
り 

之
れ
を
硏
討
し
て
ゐ
る
。
著
者
の
參
考
せ
る
諸
書
中
に 

在

.つ

.て
&
も
ぎ
翁
な
る
地
位
ゲ
あ
す
る
も
の
は
.フ
ラ
ン

シ
ス
•
ダ
フ
ル
ユ

I

•ハ—

ス)

ト
のA

d
a
m
.

 S
m
i
t
h
.

.で
あ

る
や
う
に
思
は
れ
る
。
蓊
者
の
筆
は
嘆
稱
に
値
す
る
平
，

第
四
钺

七
ハ

易
さ
明
快
o

以
て
織
嶋
にg

ば
れ
て
ゐ
る
。
本
海
を 

通
じ
て
，些

の
®

滯
も
な
U
い
:;

0
吾

人

は

此

の#

に

於

て

、
し 

多

ぐ

の

處

女

作

が

糊

つ

溢

，耻

に

窗

ん

だ

初

々

し

「

さ
を見

：： 

る
こ
さ
能
は
ず
し
て
、
老
成
0
人

に

の

み

沏

待

し

#:
る 

\

屯
靜
の
態
度
が
®

ば
れ
る
。
其
處
に
は
自
宗
の
姘
究
を
;- 

\

揭

げ

て

學

界

の

先

載

に

：問
は
：ん

ビ

す

る

靑

年

學

者

の

; ® 

j

氣
ょ
b

も
、
寧
ろ
諮
々
ビ
し
.て
後
學
を
敎
へ
ん
ビ
す
る 

\

老
敎
師
の
風
貌
が
あ
る
b 

;著
者
は
ス
ミ
ス
ヒ
其
の
部
業 

i

と
を
一
般
人
士
に
知
ら
し
_め

：
ん

：
？

す

る

其

の

企

圖

：
に

於
 

\

て
多
大
な
る
成
功
を
嶽
ち
得
た
る
も
の
ビ
_

':
.
#
や 

;

ぅ

。

拘

に

上

田[ #
士

の

言
の
如/
、
？
此

の

書

が

ス

：ミ
ス 

一
の
事
業
の
全
版
を
論
じ
盡
し
ぐ
I/
U
も
論
じ
て
S
の
ii
な 

I
し
ど
す
る
こ
ど
は
出
來
な
い
け
れ
ど
も
、
大
體
に
於
て 

\
彼
れ
の
生
涯
S

彼
れ
の
時
代
を
：說
叨
I

、
彼
れ
の
經
濟 

\ 、.

學
史
上
の
地
位
を
傅
：ふ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
.

\

疑
な
か
，ら
ぅ
ど
思
ふ」

。
吾
人
は
今
や
ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス 

の
.生
誕
ニ
.0
<
5~
を
^
:
.入：ん

9

」

す
"る
.に

當

-
^
>
、

一

 

方
に
は 

竹
內
謙
！
一
氏
の「
國
富
論」

全
,

將
さ
に
完
成
に
近
づ
か
，
.

:
.:

んV」

じ
つ
、
あ
る
€

同
時
に
、
M

ら
に
此
の
ス
ミ
ス
硏
. 

究
の
好
個
の
入
R

tt

を
#

た
る
t j

ビ
を
深
く
我
が
學
界

の
爲
め
に
喜
ぶ
も
の
で
ぁ
る
'0

(

窩
椋
誠1

郞)

:
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,
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M
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' 

' 
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す
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行
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鬱
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す
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用
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貧
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宛
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原
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